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田
　
勇

　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会(

以
下
、

Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ)

の
事
務
局
、
市
ヶ
谷
教
会
、

そ
れ
に
本
教
会
の
収
益
部
門
が
運
営
す

る
市
ヶ
谷
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る

「
市
ヶ
谷
砂
土
原
町
１
ー
１
」
の
土
地

の
由
来
と
63
年
前
に
こ
の
土
地
で
設
立

さ
れ
た
「
東
京
学
生
セ
ン
タ
ー
」
の
端

緒
的
な
活
動
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

東
京
の
都
市
圏
に
学
ぶ
大
学
生
を
対
象

と
し
た
「
学
生
セ
ン
タ
ー
計
画
」
が

JELC

に
お
い
て
公
的
に
最
初
に
諮
ら

れ
た
の
は
１
９
５
０
年
１
月
12
日
に
熊

本
の
ミ
ラ
ー
宣
教
師
館
宅
で
開
か
れ
た

常
議
員
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
学
生
セ
ン

タ
ー
設
置
委
員
会
の
件
が
協
議
さ
れ
、

「
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置
の
た
め
、
ウ
ッ

ド
姉
、
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、
岸
、
福
山
の

４
氏
を
委
員
と
し
て
委
嘱
」
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
東
京
に
お
け
る
学
生
伝

道
の
活
動
が
胎
動
を
開
始
し
た
。

　

土
地
の
取
得
費
と
セ
ン
タ
ー
建
設
費

と
い
う
膨
大
な
資
金
を
賄
う
こ
と
は
当

時
の
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
手
に
は
余
る
難
問
で

あ
っ
た
の
で
、
北
米
一
致
ル
ー
テ
ル
教

会(

以
下
、Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
の
海
外
伝
道

局
か
ら
の
支
援
に
全
面
的
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

三
カ
月
後
の
１
９
５
０
年
４
月
28

日
、
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
常
議
員
会
で

は
そ
の
資
金
を
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
顕
現
節

『
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
献
金
』
か
ら
７
０
０

０
ド
ル
を
投
入
し
、
こ
の
資
金
を
も
っ

て
学
生
セ
ン
タ
ー
の
た
め
の
土
地
を
購

入
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
当

時
の
円
と
ド
ル
の
換
算
に
よ
れ
ば
７
０

０
０
ド
ル
は
２
５
０
万
円
と
な
る
。

　

１
９
５
０
年
５
月
１
日
、
熊
本
の
ミ

ラ
ー
宣
教
師
宅
で
開
か
れ
た
宣
教
師
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ａ
）
の 

総
会
で
は
設
置
委

員
会
の
報
告
を
受
け
て
「
東
京
学
生
セ

ン
タ
ー
」
計
画
案
に
関
し
て
決
議
を
し

て
い
る
が
、
そ
こ
を
抜
き
出
す
と
こ
の

よ
う
に
な
る
。

　
「
青
年
伝
道
と
し
て
全
ル
ー
テ
ル
の

学
生
セ
ン
タ
ー
を
東
京
で
設
立
た
め
の

計
画
案
と
資
金
の
用
立
て
を
Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

常
議
員
会
が
取
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

こ
の
事
業
計
画
を
共
に
推
進
し
て
行
く

た
め
に
ボ
ー
ド
に
２
万
ド
ル
を
要
請
す

る
。ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
テ
ル
学
生
協
会
、

他
の
ル
ー
テ
ル
教
会
の
ボ
ー
ド
及
び
ア

メ
リ
カ
で
の
ル
ー
サ
ー
リ
ー
グ
と
共
に

こ
の
計
画
推
進
す
る
こ
と
を
ボ
ー
ド
に

要
請
す
る
。」

　

さ
ら
に
、
設
置
委
員
会
は
東
京
学
生

セ
ン
タ
ー
の
伝
道
目
的
と
想
定
さ
れ
る

場
所
を
含
め
た
最
初
の
計
画
案
の
主
な

骨
格
を
次
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

「 
目
的
：（
１
） 大
学
生
へ
の
キ
リ
ス
ト

教
的
伝
道
を
目
的
と
す
る
学
生
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。

（
２
）
25
名
〜
30
名
の
学
生
を
対
象
に

キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
に
基
づ
く
、
寮
の

提
供
。

場
所
：
学
生
セ
ン
タ
ー
の
候
補
地
と
し

て
は
以
下
の
地
域
を
考
え
る
。

１
御
茶
ノ
水　

２
神
田　

３ 

飯
田
橋

４
小
石
川　

５
麻
布
地
域

建
築
計
画
：
伝
道
集
会
を
想
定
し
た
大

会
議
室
、
図
書
館
、
聖
書
研
究
の
た
め

の
部
屋
、
食
堂
、
25
名
か
ら
30
名
の
学

生
の
た
め
の
寝
室
を
伴
う
寮
、
台
所
、

日
本
人
牧
師
の
た
め
の
牧
師
館
、
そ
の

他
、
信
徒
及
び
学
生
職
員
の
寄
宿
舎
。

も
し
可
能
な
ら
ば
、
別
棟
に
礼
拝
堂
を

設
置
す
る
。

確
認
事
項: 

必
要
土
地
面
積
約
４
０
０

坪  

」

　

Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
も
、
日
本
宣
教

で
の
未
知
の
伝
道
計
画
で
あ
る
学
生
セ

ン
タ
ー
建
設
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
資
金
面
で
の
手
立
て
が
重
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
１
９
５
０
年
６
月
21
日

の
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ー
ド
会
議
は
土
地
取

得
の
た
め
の
資
金
だ
け
で
な
く
、
建
物

建
築
資
金
も
賄
う
た
め
に
２
０
０
０
０

ド
ル
を
予
算
化
す
る
こ
と
と
し
、
ア
メ

リ
カ
の
ル
ー
テ
ル
学
生
協
会
、
他
の

ル
ー
テ
ル
教
会
の
ボ
ー
ド
及
び
ア
メ
リ

カ
で
ル
ー
サ
ー
リ
ー
グ
に
計
画
の
協
力

を
得
る
こ
と
と
し
た
。

東京学生センター建築の鍬入れをする
田坂牧師とヌーディング宣教師
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(4)

　
「
教
会
に
し
な
い
」
と
決
議
し
な
が
ら

「
教
会
に
な
っ
た
」こ
と
に
つ
い
て
、
後
に

坪
池
誠
（
１
９
５
４
年
当
時
事
務
局

長
）は
こ
う
述
べ
て
い
る
。（
市
ヶ
谷
50
年

史
）「『
市
ヶ
谷
教
会
は
イ
サ
ク
に
あ
ら
ず

し
て
イ
シ
マ
エ
ル
だ
』
と
い
う
人
が
い
る

が
、
私
は
こ
の
説
に
は
同
調
し
な
い
。田

坂
牧
師
の
持
つ
個
性
、召
命
に
応
え
る
熱

心
の
吹
き
出
し
が
市
ヶ
谷
教
会
を
生
ん

だ
の
だ
。こ
の
出
来
事
こ
そ
一
番
大
事
な

本
質
的
な
事
で
あ
り
、聖
書
の
示
す
第
一

義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
都
南
教
会
に
置
か
れ

て
い
た
十
数
名
の
教
籍
は
、本
人
の
希
望

に
よ
り
、
都
南
教
会
に
そ
の
ま
ま
残
る

か
、新
し
い
市
ヶ
谷
教
会
に
移
す
か
の
選

択
が
行
わ
れ
、約
半
数
が
市
ヶ
谷
に
戻
る

こ
と
に
な
っ
た
。新
し
い
建
物
で
始
ま
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
初
は
ヌ
ー
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
大
学
生
の
英
語
バ
イ
ブ
ル
ク

ラ
ス
、夫
人
に
よ
る
高
校
生
バ
イ
ブ
ル
ク

ラ
ス
、
田
坂
に
よ
る
聖
書
研
究
、
フ
ァ
イ

ル
に
よ
る
讃
美
歌
練
習
、
等
で
あ
っ
た

が
、
次
第
に
指
導
者
の
人
材
を
得
て
多

様
な
内
容
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

１
９
５
４
年
４
月
に
は
、
千
葉
ベ
タ

ニ
ア
ホ
ー
ム
旭
ヶ
丘
保
育
園
の
園
舎
改

修
を
行
う
１
週
間
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が

実
施
さ
れ
た
。老
朽
化
し
た
建
物
の
修
理

や
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
木
製
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
の
製
作
な
ど
を
行
っ
た
。

　

教
会
の
歴
史
に
は
、今
ま
で
伏
せ
ら
れ

て
い
る
部
分
が
あ
る
。し
か
し
、今
後
の
教

会
の
歩
み
を
健
全
に
整
え
て
、正
し
く
方

向
づ
け
て
い
く
た
め
に
も
、
今
ま
で
書
か

れ
な
か
っ
た
裏
面
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
を

心
に
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

平
井
清
の
後
を
継
い
で
総
会
議
長
と

な
っ
た
市
ヶ
谷
教
会
牧
師
牧
瀬
は
、多
忙

を
極
め
て
い
た
。当
時
は
今
日
の
よ
う
に

事
務
局
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
時
代
で

あ
っ
た
の
で
、
書
類
の
整
理
や
作
成
、
会

計
処
理
、及
び
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
支
援
金

の
受
理
等
を
議
長
が
中
心
的
に
処
理
し

て
い
た
。そ
の
た
め
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い

る
学
生
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
有
料
で
依
頼
す

る
事
も
習
慣
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。当

時
、
日
大
院
生
で
あ
っ
た
Ｋ
も
そ
の
一
人

と
し
て
、
牧
瀬
の
事
務
処
理
の
手
伝
い
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。牧
瀬
が
受
け
取
っ

た
請
求
書
の
封
筒
を
開
い
て
そ
の
費
目

を
見
て
い
る
と
、不
審
な
請
求
項
目
が
多

い
事
に
気
づ
い
た
。遊
興
に
関
す
る
請
求

も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、Ｋ
は
当
時
学
生

セ
ン
タ
ー
主
事
を
し
て
い
た
Ｍ
伝
道
師

と
共
に
、
親
し
い
宣
教
師
ダ
ウ
キ
ン
ズ
に

相
談
し
た
。

　

ダ
ウ
キ
ン
ズ
は
す
ぐ
上
司
の
マ
イ
ヤ
ー

宣
教
師
会
長
に
伝
え
る
と
、
当
時
の
事

業
資
金
の
す
べ
て
は
北
米
一
致
教
会
か

ら
送
金
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、ボ
ー

ド
の
責
任
者
が
来
日
し
て
調
査
が
始

ま
っ
た
。や
が
て
こ
れ
が
公
の
も
の
と
な

り
、英
文
で
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、ボ
ー

ド
の
議
事
録
に
残
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
１
９
５
６
年
１
月
、牧

瀬
は
解
任
さ
れ
た
。牧
瀬
の
後
を
継
い

だ
岸
議
長
は
、
教
会
の
歴
史
と
し
て
の

禍
根
と
な
っ
た
事
柄
の
一
端
を
、
当
時
の

個
人
的
苦
悩
と
共
に
市
ヶ
谷
50
年
史
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
語
っ
て
い
る
。ま

た
、若
か
っ
た
多
く
の
会
員
の
純
粋
な
信

仰
に
も
、大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

教
会
、
学
生
セ
ン
タ
ー
の
牧
瀬
の
後

任
と
し
て
は
、
ヌ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
市
ヶ
谷

教
会
担
当
牧
師
、
学
生
セ
ン
タ
ー
総
主

事
と
し
、
礼
拝
は
真
木
政
次
お
よ
び
歌

野
繁
次
の
二
人
の
伝
道
師
が
あ
た
っ
た

が
、
５
月
総
会
で
正
式
に
内
海
季
秋
が

市
ヶ
谷
教
会
に
任
命
さ
れ
、
年
末
に
赴

任
し
た
。

　

翌
１
９
５
８
年
に
は
、
神
学
校
を
卒

業
し
て
牧
師
補
と
な
っ
た
岡
田
曠
吉
が
、

ヌ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
補
佐
す
る
東
京
学
生

セ
ン
タ
ー
主
事
に
就
任
し
た
。初
め
て
の

日
本
人
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
て
、毎
週

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
充
実
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
っ
た
。ち
ら
し
を
印
刷
し
て
、
周
辺

の
高
校
、特
に
女
子
学
院
、大
妻
、嘉
悦
、

三
輪
田
、共
立
な

ど
の
女
子
校
を

中
心
に
登
下
校

時
に
門
前
で
ち

ら
し
を
配
布
し
、

集
ま
る
学
生
数

も
急
激
に
増
え

て
い
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の

ヌ
ー
デ
ィ
ン
グ
夫

妻
の
英
語
バ
イ
ブ

ル
ク
ラ
ス
に
加

え
、岸
・
神
学
校

長
に
よ
る
求
道

者
向
き
の
「
セ
ン

タ
ー
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
Ａ
」、
同
じ
く

東
京
女
子
大
・

宮
本
信
之
助
教

授
に
よ
る
大
学

生
に
よ
る
キ
リ
ス

ト
教
共
同
研
究
「
セ
ン
タ̶

・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
Ｂ
」、学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛
会(

Ｓ
Ｃ

Ｆ
日
本
基
督
教
団
の
学
生
セ
ン
タ
ー)

主

事
・
賀
川
梅
子
と
岡
田
に
よ
る
聖
書
研

究
な
ど
の
高
校
生
グ
ル
ー
プ
「
サ
フ
ラ
ン

の
会
」、
ド
イ
ツ
学
生
協
会
主
事
・
グ
ン

タ
ー
・
ド
レ
ス
ラ
ー
に
よ
る
「
ド
イ
ツ
語

聖
書
研
究
」、
千
葉
教
会
牧
師
・
徳
善
義

和
の「
デ
ィ
ス
カ
ッ
ショ
ン
」、岡
田
の「
キ
リ

ス
ト
教
入
門
」、
徳
善
義
昌
の
「
コ
ワ
イ

ア
」、フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
辰
野
隆
に
よ
る

「
特
別
講
演
会
」な
ど
、い
ず
れ
も
質
の
高

い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

内
海
は
学
生
セ
ン
タ
ー
に
は
直
接
関

わ
ら
ず
教
会
専
任
と
な
り
、
学
生
セ
ン

タ
ー
が
組
織
的
に
も
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
創
設
当

時
学
生
で
あ
っ
た
市
ヶ
谷
教
会
員
も
卒
業

し
て
社
会
人
に
な
って
い
く
に
つ
れ
て
、
学

生
セ
ン
タ
ー
と
市
ヶ
谷
教
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
道
を
歩
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。（
文
中
敬
称
略
）

プログラムへの参加を呼びかけるらし



市ヶ谷土地取得と東京学生センター設置の経緯(『スタイワルト日記』)

1950年1月12日 JELC常議員会「学生センター設置のため、ウッド姉、スタイワルト、岸、福山の４氏を委員として委嘱」

4月28日 JELC常議員会「設置委員の報告を承認し、エピファニー献金中の7,000ドルを以って土地を購入する、建築に関して

は別個に考慮する。」

5月1日 JELMA 総会決議　JELC常議員会が学生センターを設置することを2万ドルの予算で実施することを提案。

6月21日 ULCAボード日本委員会「東京に学生センター設置:を7,000ドルの予算で提案し、JELCに在日全ルーテル教会の協力

を得て、事業を推進することを申請する。」

7月20日 JELC常議員会「東京に新設する学生センターに関して在日全ルーテル教会に協力を要請する」

12月26日 スタイワルト日記「午後7時、学生センター委員会に出席、ウッド婦人宣教師宅にて、ＥＬＣとオガスターナの代表

も出席した。寮の計画は除くこととした。」

1951年2月20日 スタイワルト日記「午後1時、学生センター委員会の下で、お茶の水で岸と会い、幾つかの場所を見た。」

4月5日 スタイワルト日記「9時半から10時半までバイブルクラスをした後、学生センター委員会として、四ツ谷駅に行き、

前に見た土地を視察。瀧本、青山、牧瀬、、それに委員として岸、田坂、林と私が行った。その土地は800坪で、坪

単価7,000円。良い場所であるが、予算的に問題が残る。」

4月25日 スタイワルト日記「11時に市ヶ谷駅で不動産屋・高村氏と田坂に会った。高村は売却に出ている二つの土地をみせ

た。最初の土地は学生寮に適切な場所であった。そこは市ヶ谷駅より、8分ほどの所で会った。田坂と私はすでに見

ている四谷見附近くで杉田氏に会った。彼は坪6,000円を要求したが、それは予算を超えたものであった。」

6月20日 ULCAボード　学生センターの特別予算　13,000ドルを計上。

6月20日 ULCAボード　ヌーディング宣教師を日本に派遣、９月10日、日本に出立。

8月18日 スタイワルト日記「A.M.マイヤーと私は池田と共に学生伝道のための適切な場所として、牛込弁天町の900坪とそこ

にある大きな屋敷を見た。価格は7,500,000円。私は田坂、岸、それに平井に手紙を書き、月曜日の朝、そこを見に

行くことを求めた。」

8月25日 スタイワルト日記「午前中、岸、青山、平井はｽﾃｰｼｮﾝﾜｺﾞﾝで駅から不動産屋・池田氏の案内で、牛込弁天町の家を見

た。だが、その物件はすでに売却されている事が判明した。」

9月1日 スタイワルト日記「昨日、午前、市ヶ谷で池田、岸、本田と会い、学生センターのために売りに出ていた適当な土地

を見た。505坪で値段は一坪、6,600円。池田は更なる値引きに努力すると言った。」

9月4日 スタイワルト日記「午前10時、池田、平井、田坂と市ヶ谷で会い、そこの土地を見た。平井と田坂はこの土地が良

いと思っている。明日、私の家で委員会を開くこととした。」

9月5日 スタイワルト日記「2時過ぎ、学生寮委員会を開き、市ヶ谷から6分あまりの土地505坪を買うことを決定した。価格

は一坪6,300円で，総額は3,181,500円である。寮委員会は岸、平井、田坂であり、私が委員長である。」

9月10日 スタイワルト日記「午前、本田、坪池と私は不動産屋・池田氏と共に西銀座に行き、建物と共に512坪の土地を坪

6,300円で売却してくれる木下家と接触した。最初の手付として800,000円を支払うことと、不動産手数料として

50,000円とした。Chase Bankに行き、池田に５万円を現金で渡した。12月中旬までは市ヶ谷の土地を取得すること

はできない。」

9月11日 スタイワルト日記「池田、岸と市ヶ谷駅で会い、大きなコンクリートの家二つを追加することでの149坪の土地を見

た。そうなると合計600坪になる。こうなると市ヶ谷の土地は14,000,000円となるが、池田はこれは12,000,000円

になると言う。」

9月13日 スタイワルト日記「学生センターの建物について検討した。これは予算を超えたものであると判断した。」

9月19日 スタイワルト日記「午後３時から5時、平井、岸、田坂と私は学生センター委員会を持った。9月５日ら決めたこと

を確認した。」

10月4日 スタイワルト日記「夕方、岸、田坂と私は学生センター委員会を開いた。平井は欠席、検討対象になっている建物の

予算に関して協議した。そこで、神戸で開かれる常議員会に報告申請し、承認されれば、ボードから7,000ドルが送

金されることになるので、このための報告申請書を私が書くことになった。私は３人の日本人の委員に失望した。

彼らはこの計画を男女両方のための学生伝道として提案することを望んでいからである。私はこれに強く反対した。

なぜなら、一つの施設に男女がともにかかわることは危険であると思うからである。」

(5)



（6）

一番町宣教師館での礼拝 新しいセンターでの礼拝のあとで

10月8日 スタイワルト日記「市ヶ谷で田坂と測量士に会い、測量士にその土地を見せ、ここを購入することを伝えた。田坂と

私は小岩での牧師会に出席した。8名だけの牧師であった。夕食の後、平井に学生センターの報告を作った。10日と

11日に神戸で開かれる常議員会に提出するためである。手紙で、学生センターは男女どちらか、またはその両方を

対象とするかを決めることを求めた。もし、男女両方であるならば、私はこの委員を辞退したいことを告げた。」

10月10日 JELC常議員会「設置委員よりの報告を承認し、追加予算として、8,000ドルをボードに要請する。」

12月7日 ULCAボード　土地購入の報告。

12月7日 ULCAボード　JELC事務局設置のための予算申請(3,556ドル)

12月12日 スタイワルト日記「本田、坪池、木下が私の家に市ヶ谷の土地に関する所有権移転の協議のために来た。不動産屋の

池田は来なかった。」

12月27日 スタイワルト日記「夕方、学生センター委員会を開いた。田坂と平井は欠席で、出席者はK.平井、岸と私であった

が、坪池も来たが、市ヶ谷の家の補修について話し合った。学生センターが合意していないいくつかの件について協

議し、委員会を解散することに一致した。センターを男女両方を対象とすることに私は反対した。だが、他の委員は

男女両方の学生センターとすることに賛成した。田坂は寮を除いた勉学とリクレーションホールを含んだ学生のため

の教会としていくことを希望した。岸は、寮設置を求め、それにリクレーションホールを作ることを希望した。い

ずれにしても、すべての委員はここで辞任し、常議員会に新たなる委員会を設け、委員を指名してもらうこととし

た。私は辞任の申し出をしたが、平井はそれを受理しなかった。」

1952年1月11日 JELC常議員会「学生センター事業の準備の時期を完了し、従来の設置委員に代わる、新たなる次の5氏（大内

(長）、青山、坪池全、平井正徳、クヌーテン）を委嘱し、事業の発足をすることとした。」

4月9日 　市ヶ谷砂土原町の土地登記

4月23日 JELC第29回総会　学生センターに関する決議。　　土地取得がなされていることもあり、また寮設置の要望も考慮

して理事会構成を選任する。理事会(牧瀬雄吉、岸千年、クヌーテン、田坂惇己、村井資長)構成を定める。

4月23日 JELC第29回総会　「前総会以後、本教会が取得した土地建物報告。学生センター土地購入、3月15日。」

「決議委員会報告。学生センターの問題は既に土地も購入されて実施の域に達しているので、速やかに実現を見るこ

とを希望する。但寮設置の要望も強いので、之が実施も急を要することを認める。故に委員会の要求する如く、5名

の理事を総会は選任して、之が緊急実施に当たるよう要求する。」「緒委員。学生センター理事、牧瀬雄吉、岸千

年、ｸﾇｰﾃﾝ、田坂惇已、村井資長」

6月17日 JELC第30回総会期第1回 学生センター理事会 建築予算の確定(飛鳥匠事に発注、総工費566万2千円)事業計画検討

10月6日 JELC第30回総会期　第2回  学生センター理事会    寄宿舎問題　　　事業計画策定

1953年5月3日 学生センター献堂式

5月5日 JELC第30回総会   東京ルーテル学生センターにて

6月10日 JELC第31回総会期　第1回　学生センター理事会 (理事長・平井清、書記・青山四郎)

1954年1月4日 JELC第31回総会期　第2回　学生センター理事会

2月15日 学生センター理事会　被包括法人設立登記

3月19日 JELC第31回総会期　第3回　学生センター理事会   教会組織の件

5月4日 JELC第31回総会   学生センター事業報告

1960年10月30日 学生センター・クライダー記念学生寮完成


